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シンオキナワシャコ ( 新称 ) Oratosquillina inornata ( シャコ科 ) の国内記録

中島広喜 *

Distributional record of Oratosquillina inornata (Squillidae) in Japan

Hiroki NAKAJIMA*

キーワード
Key words

干潟，ベントス，口脚目，琉球列島，古標本
mud flat, benthos, Stomatopoda, Ryukyu Islands, old specimen

：

：

　沖縄島と奄美大島から採集した Oratosquillina inornata (Tate, 1883) を国内から初めて標本に基づいて報告
し，和名新称シンオキナワシャコを与えた。加えて東京大学総合研究博物館に収蔵されていた標本を再同定
した結果，1 世紀以上前に那覇から採集され，Squilla perpensa として報告された標本が O. inornata であるこ
とがわかった。これは琉球列島におけるオキナワシャコ Oratosquillina perpensa (Kemp, 1911) の分布記録の
唯一の根拠であったことから，オキナワシャコの分布記録の見直しも行った。
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　This study reports on Oratosquillina inornata (Tate, 1883), which was collected from Okinawajima and Amami 
Oshima Islands. A new Japanese standard name for O. inornata was also given. The author identified a specimen as O. 
inornata previously classified as Squilla perpensa housed in the University Museum, The University of Tokyo. This 
observation showed that the distributional range of Oratosquillina perpensa (Kemp, 1911) around the Ryukyu Islands 
needs to be reconsidered.

はじめに

口脚目 Stomatopoda は世界から 7 上科約 500 種
が知られている (Schram et al., 2013)。そのうち
シャコ上科 Squilloidea Latreille, 1802 にはシャコ科
Squillidae Latreille, 1802 の 1 科のみが認められ，そ
の中に 49 属約 200 種が所属している。これは口脚
目の科としては最も種多様性が高い (Schram et al., 
2013; Van Der Wal et al., 2017)。このうちシャコモド
キ属 Oratosquillina Manning, 1995 は頭胸甲の中央隆
起線が Y 字型分岐の基部を欠くこと，捕脚長節外
縁には末端棘を有すること，第 6 胸節が明瞭な 2 葉
状の側突起を有することなどの形態から判別される 

(Ahyong, 2001; 浜野 , 2005)。本属には 13 種が知ら
れている (Ahyong and Chan, 2008)。国内からの本属
の記録については混乱が見られるため，その経緯を
以下にまとめる。
駒井 (1914) は全長 70.5 mm の台湾産のメス

と，全長 89 mm の沖縄県那覇産のメスに基づい
て Squilla perpensa Kemp, 1911 [= オキナワシャコ
Oratosquillina perpensa (Kemp, 1911)] を報告した。
なおこの論文中には頭部と捕脚のスケッチが残さ
れているが ( 駒井 , 1914: 図 4, 4a)，それぞれどの標
本のスケッチかは不明なため，沖縄産標本の再同
定にあたって用いるのは厳密には難しい。続いて
Komai (1927) はパラオ，台湾，琉球列島より Squilla 
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oratoria var. perpensa としてオキナワシャコを報告
した。ここで用いられた琉球列島産の標本は全長
89 mm のメス 1 個体とされているため，駒井 (1914) 
が報告した那覇産標本と同一の標本を用いていると
考えられる。この後，紀伊水道外域，大阪湾，長崎
県野母崎の沖合からオキナワシャコは報告されたが 
( 浜野 , 1989; 有山 , 2004)，琉球列島からの追加記録
は無く，駒井の用いた那覇産標本が琉球列島から唯
一報告された個体である。
ここで，Ahyong et al. (2008) は台湾からシャコモ

ドキ属の一種 Oratosquillina inornata (Tate, 1883) を
報告した際，その分布域に日本を明示しなかったも
のの，Komai (1927) のオキナワシャコの記録は O. 
inornata であるという判断をシノニムリスト上で示
した。Komai (1927) はパラオ，台湾，琉球列島より
オキナワシャコを報告したが，それぞれの産地の標
本について別々に記載していないため，Ahyong et 
al. (2008) は琉球列島産の標本も O. inornata である
という判断をしたとみなせる。Ahyong (2004, 2016) 
ではO. inornataをそれぞれフィリピンとシンガポー
ルから報告すると同時に，日本産標本などの根拠
を明示せずに日本を分布域に含めていた。これは，
Ahyong et al. (2008) がシノニムリスト上で示した判
断が 2004 年の時点から前提としてあったためと推
察される。一方で，浜野 (2005)，Ahyong (2012) で
は作成した日本産口脚目リストに O. inornata を含
めなかった。また，インドから O. inornata を報告
した Ahyong and Kumar (2018) や Silambarasan et al. 
(2025) でも O. inornata の分布域に日本は含められ
なかった。以上のように，いずれの論文においても
駒井の検討標本の直接の再検討がされていないこと
から，O. inornata の国内での分布記録を認めるかど
うかは曖昧な状況である。
そこで本研究では，Osawa et al. (2004) や三橋・

武田 (2006) がその存在を示した，東京大学総合研
究博物館より発見された駒井の収集標本を再調査
することで O. inornata が過去に国内から産してい
たかの検討を行った。また，標本の外部形態や色
彩，ミトコンドリア DNA の部分配列に基づき O. 
inornata に同定される標本を琉球列島から新たに得
たので併せて報告する。

材料と方法

2019 年から 2022 年にかけて，沖縄県沖縄島と鹿

児島県奄美大島の干潟において，徒手あるいはヤ
ビーポンプを用いて採集調査を行った ( 第１図 )。
一部の個体はクローブオイルを用いて麻酔後あるい
は氷殺後に新鮮な体色を撮影し，70–99% エタノー
ル水溶液中に保存した。これらの標本は琉球大学
博物館風樹館 (RUMF)，横須賀市自然・人文博物館 
(YCM) に保管した。さらに，駒井の収集標本を調
査するため，2022 年 7 月に東京大学総合研究博物
館 (UMUTZ) を訪問し，収蔵標本調査を行った。外
部形態の名称や全長・甲長の計測方法については浜
野 (2005) に従った。標本は電子ノギスを用いて 0.1 
mm 単位で計測した。
野 外 か ら 採 集 し た 標 本 の う ち の 1 個 体

YCM-C1096 について，以下の手順でミトコンドリ
ア 16S リボソーム DNA (16S rDNA) 配列を決定し
た。まず腹肢基部から取り出した筋肉と鰓をバイオ
マッシャー Ⅱ (NIP) を用いてホモジナイズ後，DNA
抽出キット (NucleoSpin Tissue XS, Takara) を用い，
プロトコルに従って全 DNA を抽出した。次に 16S 
rDNA の部分配列を PCR 法にて増幅した。PCR 反
応液は KOD One PCR Master Mix ( 東洋紡 ) 5 μl，蒸
留水 3.4 μl，フォワードプライマー (10 pM) 0.3 μl，
リバースプライマー (10 pM) 0.3 μl，抽出した DNA 
1 μl の総量 10 μl とした。反応に使用したプライ
マーは 16Sar-L (5′-CGCCTGTTTATCAAAAACAT-3′) 
と 16Sbr-H (5′-CCGGTCTGAACTCAGATCACGT-3′) 
(Palumbi et al., 1991) である。PCR は 98℃ で 10 秒，
50–55℃ で 5–7 秒，68℃ で 10 秒の 35 サイクルの温
度条件で行った。得られた PCR産物は 1%アガロー
スゲルを用いて電気泳動を行い，増幅結果を確認し
た。泳動結果が良好であったPCR産物9 μlに対して，
蒸留水で 4 倍に希釈した EXoSAP-IT (Thermo Fisher 
Scientific) を 2 μl 加え，37℃ で 40 分，80℃ で 15 分
置くことで精製を行った。精製した PCR 産物のサ
ンガーシーケンスは外注し，得られた配列はアライ
ンメントソフトウェア BioEdit v7.2.5 にて手動でア
センブルを行い，コンセンサス配列を得た。得られ
た配列は GenBank に登録した。

調査標本

沖縄県沖縄島：YCM-C1096 ( 第 2 図 , 第 3 図 A), 
1 オス ( 全長 79.2 mm, 甲長 16.3 mm), 南城市佐敷 , 
20210411, 中島広喜採集 ; YCM-C1086 ( 第 4 図 ), 1
メス ( 全長 77.0 mm, 甲長 16.4 mm), 南城市佐敷 , 
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第 1 図　調査地の位置関係と，国内におけるシンオキナワシャコ Oratosquillina inornata の分布図．丸は本研究で得ら
れた標本の産地を，三角は駒井 (1914) と Komai (1927) が用いた標本のおおよその産地を示す．

20210810, 抱卵個体 , 中島広喜採集 ; YCM-C1092, 
1 メス ( 全長 56.8 mm, 甲長 12.2 mm), 沖縄市美
崎 , 20220728, 中島広喜採集 ; RUMF-ZC-6546, 1 メ
ス ( 全長 91.6 mm, 甲長 20.2 mm), RUMF-ZC-6547, 
1 メス ( 全長 88.4 mm, 甲長 19.8 mm), 名護市湧川 , 
20200509, 中島広喜採集 ; YCM-C1094, 1 オス ( 全長 
91.4 mm, 甲長 19.3 mm), YCM-C1095, 1 オス ( 全長 
88.8 mm, 甲長 18.8 mm), RUMF-ZC-6977, 1 オス ( 全
長 78.4 mm, 甲長 16.7 mm), RUMF-ZC-6978, 1 オス 
( 全長 85 mm, 甲長 18.0 mm), 名護市我部 , 20211212, 
中島広喜・伊藤大輝・佐藤大義採集 ; YCM-C1093, 
1 メス ( 全長 93.7 mm, 甲長 21.6 mm), 大宜味村塩屋 , 
20200219, 伊藤大輝採集 ; RUMF-ZC-6498, 1オス (全
長 82.0 mm, 甲長 19.0 mm), 1 メス ( 全長 79.5 mm, 甲
長 17.4 mm), 大宜味村塩屋 , 20191214, 佐藤大義・辛
島なつ採集 ; UMUTZ-Crs-Sto-46 ( 第 3 図 B, C), 1 メ
ス ( 全長 89.7 mm, 甲長 20.7 mm), 那覇 , 1894 年 , 白
岩金次郎採集。
鹿児島県奄美大島：YCM-C1090, 1 オス ( 全長 

83.5 mm, 甲長 18.8 mm), 奄美市龍郷町 , 20211117, 清
水直人採集 ; YCM-C1091, 1 オス ( 全長 85.0 mm, 甲

長 18.2 mm), 奄美市龍郷町 , 20211206, 清水直人採
集 ; RUMF-ZC-7910, 1 メス ( 全長 64.5 mm, 甲長 15.3 
mm), 奄美市笠利町 , 20221006, 中島広喜採集。

結果と考察

Oratosquillina inornata (Tate, 1883)
シンオキナワシャコ ( 新称 )

形態 . 頭胸甲や腹節の表面はほとんど平滑か，微か
なくぼみが散在する。額板は中央隆起線を欠き，前
側角は尖らず，丸い ( 第 2 図 A)。額板長は幅の 0.96
倍から 1.1 倍程度。眼棘の先端は側面観で尖らず，
鈍く角張るか，丸い ( 第 2 図 B)。頭胸甲は中央隆
起線の前方に，基部の欠落した低い Y 字状隆起を
有する。捕脚 (第 2図C) は指節内縁に 6歯を有する。
捕脚腕節背面隆起は滑らかで分断されず，先端は丸
い。捕脚長節下縁末端は棘を有する。大顎髭を有す
る。第 5 胸節側突起は前方に向かう鋭い棘と側方に
向かう三角形状の小突起からなる 2 葉状 ( 第 2 図 D, 
E)。第 6 胸節側突起は明瞭な 2 葉状で，前葉は四角

Fig. 1     The location of the study cites and the distribution of Oratosquillina inornata in Japan. Circles indicate the collection 
cites of this study. Triangle indicates approximately collection cite of Komai (1914, 1927).
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第 2図　シンオキナワシャコ O. inornata．YCM-C1096，オス，全長 79.2 mm．A，頭部背面；B，頭部右側面；C，右
捕脚側面；D，第 5–8 胸節右背面；E，第 5–8 胸節右側面；F，第 8 胸節腹面突起右側面；G，第 6 腹節，右尾肢，
尾節背面；H，尾節腹面中央．

形状，後葉は前葉よりも幅の広い三角形状。第 7 胸
節側突起も明瞭な 2 葉状だが，どちらの突起も三角
形状である。第 8胸節腹面突起は丸い (図 2F)。第 5，
6 腹節亜中央隆起線，第 4–6 腹節中間隆起線，第
2–6 腹節側部隆起線，第 1–5 腹節縁部隆起線が後端
棘を有する。尾肢叉状突起は内棘外縁に丸い葉状の
張り出しを 1 つ有する ( 第 2 図 G)。尾肢外肢基部
節は 9 可動棘を有する。尾節の表面は非常に浅いく
ぼみが散在する。中央隆起線は明瞭で，後端棘を有
する。亜中央棘，中間棘，側棘，前側突起の基部前

方には低い隆起線を有する。亜中央歯は 3–5 歯，中
間歯は 5–8 歯，側歯は１歯。尾節腹面は平滑で，肛
門の後方に短い隆起線を有する ( 第 2 図 H)。

色彩 . 全身は薄く緑色がかった白色 ( 第 3 図 A) か
ら薄茶色 ( 第 4 図 B)。生時では眼の角膜は金属光
沢のある黄緑色。第 1 触角は全体的に白色で柄部と
鞭部に黒斑が散在する。第 2 触角の鞭部は白色で黒
斑を欠く。第 2 触角鱗片には黒斑が散在し，これは
前縁に密に集まる。捕脚は指節前節ともに白色で，

Fig. 2    Oratosquillina inornata, YCM-C1096, male, TL 79.2 mm. A, Anterior cephalon, dorsal view; B, same, lateral view; C, 
right raptorial claw, lateral view; D, right halves of TS5–8, dorsal view; E, same, lateral view; F, TS8 sternal keel, lateral 
view; G, AS6, uropod and telson, dorsal view; H, telson, ventral view.
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前節は指節との関節付近に黒斑を有する。捕脚腕節
と長節の側面は薄い桃色を帯びる。捕脚長節の背面
には黒斑が密集する。歩脚は全体が白色。胸節・腹
節の側部隆起線よりも外側は薄い桃色を帯びる。第
6 胸節から第 6 腹節にかけて，各節の後縁や隆起線
に沿って黒斑が密集する。腹節の後縁は薄い緑色。
尾肢原肢と尾肢外肢基部節は全体が白色で，背面の
隆起線は薄い緑色。尾肢原肢背面棘や尾肢叉状突起
の先端，尾肢外肢可動棘は薄い赤色。尾肢内肢は後
方半分の外縁に沿って黒斑が密集する。また，後端

には白色や薄い黄色の色素胞が集まる。尾肢外肢は
内側半分が黒色で，それ以外の外側半分は白色や薄
い黄色の色素胞を密に有する。尾節は亜中央棘，中
間棘，側棘，前側突起の基部前方の隆起線部分と中
央隆起線は緑色。亜中央棘，中間棘は基部に黒斑が
密に集まり，先端は薄い赤色。尾節前側突起の内側，
第 6 腹節中間隆起線の後方に当たる部分には白色の
色素胞の集まりを 1 対有する。

同定 . 本研究で再発見した UMUTZ-Crs-Sto-46 ( 備

第 3図　シンオキナワシャコ．A，YCM-C1096，オス，全長 79.2 mm，クローブオイルで麻酔後に撮影；B，UMUTZ-
Crs-Sto-46，メス，全長 89.7 mm；C，UMUTZ-Crs-Sto-46 のラベル．スケールは 10 mm．

Fig. 3    Oratosquillina inornata. A, YCM-C1096, male, TL 79.2 mm, photographed after anesthetized by clove oil; B, UMUTZ-
Crs-Sto-46, female, TL 89.7 mm; C, label of UMUTZ-Crs-Sto-46. Scale bars = 10 mm.
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第 4 図　シンオキナワシャコ（YCM-C1086）の沖縄島における生息環境．A，巣穴の外観．三角は U 字状の巣穴の開
口部を指す．B，採集時の様子．中央黄色のものが卵塊．

考参照 ) と，新たに琉球列島より採集された標本は，
形態にて記載し，図示した形質 ( 第 2 図 ) を有して
おり，これは Ahyong et al. (2008) の示す O. inornata
の判別形質 ( 全身に微かにくぼみを有する；眼棘が
鈍く尖る；額板は縦長に見えるが長さより幅の方が
広く，前縁が平らか丸みを帯び，背面隆起線を欠く；
頭胸甲中央隆起線の Y 字型分岐を有する；捕脚指

節は 6 歯を有し，腕節背面隆起が分断されない；大
顎髭を有する；第 6 胸節側突起の前葉が大きく，幅
広で，四角形状あるいは台形状であり，その先端縁
は平らかわずかに丸い；尾肢叉状突起の内棘外縁に
小突起を有する；尾肢外肢末節は内側半分のみが黒
色；尾節の背面には微かなくぼみが散在する；尾節
腹面は肛門後方の短い縦走隆起線のみを有する ) に

Fig. 4    Habitat of O. inornata (YCM-C1086) in Okinawajima Island. A, Appearance of the burrow. Triangles indicating one pair 
of U-shaped burrow openings. B, O. inornata collected by yabby pump with egg mass.
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よく一致した。ただし，本研究の検討標本では額板
長は幅の 0.96 倍から 1.1 倍程度であったため，長さ
より幅の方が広いとは限らなかった。色彩を確認
できた標本については，Ahyong et al. (2008: fig. 122) 
の台湾産標本や，Ahyong and Kumar (2018: fig. 2F) 
のインド産個体と一致した。さらに YCM-C1096
については 16S rDNA 配列 532 bp (GenBank 登録番
号 PX861713) を取得し，Blast を用いて相同性検索
を行ったところ，Van Der Wal et al. (2019) が系統解
析に用いた台湾産 O. inornata の配列 (MH168220，
バウチャー標本はオーストラリア博物館に AM P. 
102210 として収蔵 ) と 99.55% の相同性を示した。
以上を総合的に考慮し，本研究の調査標本は O. 
inornata に同定した。外部形態について O. inornata
はオキナワシャコ O. perpensa に似るものの，より
縦長の額板を有すること，第 6 胸節側突起の前葉
が四角形状 ( オキナワシャコでは三角形状 ) である
ことなどから判別できる。また，O. inornata は尾
節の中央隆起線上に黒斑を欠くが ( 第 3 図 A)，オ
キナワシャコでは尾節の中央前方に黒斑を有する 
(Ahyong et al., 2008: fig. 133 参照 ) ため，この点でも
区別できる。

分布 . タイプ産地はオーストラリア南部で，インド
東部，マレーシア，シンガポール，インドネシア，
ベトナム，台湾，日本に分布する (Ahyong et al., 
2008; Ahyong, 2016; 本研究 )。標本に基づいた日本
における報告は本研究が初となる。国内では琉球列
島の沖縄島と奄美大島からのみ発見されている ( 第
1 図 )。

生態 . 潮間帯から 70 m までの泥底や砂泥底に巣穴
を掘って生息するとされる (Ahyong and Naiyanetr, 
2002; Ahyong et al., 2008)。本研究では採集当時の状
況が不明な UMUTZ-Crs-Sto-46 以外，全て干潟から
採集された。主にサンゴ礫交じりの砂泥干潟にお
いて営巣が確認されたが ( 第 4 図 A)，泥質の干潟
からも採集され , その場合は澪筋など近辺よりも比
較的堅い地面に巣穴開口部が見られた。巣穴鋳型
をとる調査を行っていないが , 巣穴を指で辿りなが
ら掘るともう 1 つの開口部に繋がっているため , 単
純な U 字型をした巣穴に生息しているものと考え
られる。なお，夜間の調査時には砂泥干潟の潮だま
り内を歩きまわる個体も見られた。沖縄島では 5 月 
(RUMF-ZC-6546) と 8 月 (YCM-C1086; 第 4 図 ) に卵

塊を保持した個体が採集されている。

備考 . Osawa et al. (2004) や三橋・武田 (2006) が示
しているように，東京大学総合研究博物館には駒井
卓により報告された口脚目標本の一部が収蔵されて
いる。その内の１ロットである UMUTZ-Crs-Sto-46 
( 図 3B) は全長 89.7 mm のメス 1 個体で，この全長
と性に加え，ラベル ( 図 2C) に残された当時の同定
結果である学名，採集年，採集場所の情報から，当
該標本が駒井 (1914)，Komai (1927) にて用いられた
標本であると判断した。当該標本には上述の判別形
質，特に，縦長の様相を呈する額板と，四角形状な
いしは台形状の第 6 胸節側突起前葉が認められたた
め，オキナワシャコではなく O. inornata に同定さ
れた。三橋・武田 (2006) はUMUTZ-Crs-Sto-46をシャ
コ Oratosquilla oratoria (De Haan, 1844) としてリス
トに記載していたが，これは誤同定である。また，
はじめに述べた通りオキナワシャコの琉球列島にお
ける分布の根拠となる標本は駒井が用いた那覇産標
本，つまりUMUTZ-Crs-Sto-46のみである。したがっ
て，オキナワシャコは琉球列島からの記録は無いも
のとして扱うべきであると判断される。なお，これ
までの筆者の琉球列島における調査において，シャ
コモドキ属は O. inornata のみが採集されている。
そこで本研究では，真に沖縄に産する O. inornata
に対して，和名シンオキナワシャコを提唱し，標準
和名の基準標本には YCM-C1096 を指定する。
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